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【道 標】
文部科学省が平成 24年に、公立の小・中学校、 れたことに留意する必要がある。」と明記され

義務教育学校及び中等教育学校の前期課程を対 た。これはまさに、学習活動における合理的配
象として実施した、「通常学級に在籍する発達 慮の必要性を述べたものであり、特別な教育的
障害の可能性のある特別な教育支援を必要とす ニーズを有する児童生徒への具体的な対応を求
る児童生徒に関する調査」の結果において、知 めているものと言える。
的発達に遅れはないものの学習面又は行動面で 県教育委員会では、平成 31年度「学校教育指
著しい困難を示すとされた児童生徒が、約 6.5 導の指針」の特別支援教育の推進に係る「児童
％の割合で通常の学級に在籍している可能性が 生徒の教育的ニーズに対応した特別支援教育の
示された。 推進」の中で、「一人一人の障害の状態や教育的
平成 29年７月に出された学習指導要領解説 ニーズ等に応じた合理的配慮の提供を適切に行

「総則編」では、「今回の改訂では、総則のほか、 う。」と示している。
各教科等においても、『第３ 指導計画の作成と 本号では、これらの実態及び国・県の動向を
内容の取扱い』に当該教科等の指導における障 踏まえて、通常学級に在籍する多様な児童生徒
害のある児童生徒などに対する学習活動を行う への対応をどのように充実させていけばよいの
場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方 かを考えていきたい。
法の工夫を計画的、組織的に行うことが規定さ
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